
令和７年度 シラバス 

教  科 国語 
学科・学年 全学科 第３学年 単位数 ２単位 

教 科 書 国語表現 （出版社名 大修館書店 ） 

科  目 国語表現 副 教 材 国語表現基礎練習ノート 

科目の目標 
(1)話すこと・聞くこと・書くことに重点を置き、力を身に付けるようにする。 
(2)実社会で必要な国語の知識や技能を身に付け、伝え合う力を高めるようにする。 
(3)就職や進学に向けた基礎学力の充実を図るようにする。 

評価の観点 知識・技術【知】 思考・判断・表現【思】 主体的に学習に取り組む態度【主】 

趣  旨 

実社会に必要な国語の知識や技能

を身に付けている。 

自らの言語活動を振り返り、身に

付けた知識や技術を生かして、他

者との関わりの中で伝え合う力を

高め、自分の考えを深めようとし

ている。 

言葉を通して積極的に他者や社会

に関わろうとしたり、自分の考え

を深めたりしながら言葉を効果的

に使おうとしている。 

 

学
期 学習内容 学習活動・学習のねらい 

評価の観点 
評価規準 評価方法 

知 思 主 

一 

学 

期 

自分を見つめて 

 

効果的な自己 PR 

 

将来の自分を考えよう 

 

志望理由を書こう 

自己推薦書や学修計画

書を書く 

面接にチャレンジ 

○経験から得たことや学んだことをもとに、

自分の長所を考える。 

○経験から学んだことなどを用いながら、自

分の特徴をもとに自己 PRの原稿を書く。 

○将来どのような生き方をしたいのかを考

え、就きたい職業などについて調べる。 

○自己 PRを含めた志望理由を書く。 

○それぞれの書類で求められることを理解し

て書く。 

○適切な言葉遣いや態度で面接の受け答えを

する。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

○ 

・自己の経験を振り返ってまとめる活動に意欲的に取

り組もうとしている。 

・自分の思いや考えが伝わるよう、具体例を効果的に

用いて話の構成や展開を工夫している。 

・自分の将来を考え、職業について調べてまとめる活

動に意欲的に取り組もうとしている。 

・自分の考えを明確にし、根拠を挙げながら書く。 

・書き言葉の特徴や表現の特色について理解を深め、

目的や場面、相手に応じた表現を使い分けている。 

・面接の留意点に興味を持ち、意欲的に取り組もうと

している。 

基礎練習ノート 

 

基礎練習ノート 

ペーパーテスト 

基礎練習ノート 

 

基礎練習ノート 

基礎練習ノート 

ペーパーテスト 

基礎練習ノート 

二 

学 
期 

通信文を書き分ける 

 

ネット社会との付き合

い方 

メディアと情報 

 

相手や場面に応じた会

話 

建設的な議論の進め方 

 

スピーチをしよう 

〇様々な通信文の形式を理解し、相手や場面

に応じて適切な形式を選んで書く。 

〇ネットを用いたコミュニケーションの特徴

と使用する上での留意点を理解する。 

〇メディアごとに立場や条件が異なり、情報

が編集されていることを理解する。 

〇場面にふさわしい言葉遣いを身に付ける。 

 

〇話し合いに積極的に参加し、結論を出すた

めに積極的に議論に参加する。 

〇話す順序を考えて、わかりやすいスピーチ

をする。 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

・通信文の形式の違いを理解し、正しい表現を適切に

使い分けている。 

・例に挙げられているメディアについて、それぞれの

特徴を理解している。 

・メディアとの付き合い方を題材にして資料を集め、

調べたことを整理して自分の意見をまとめている。 

・相手や場面に応じた会話に興味を持ち、意欲的に活

動に取り組もうとしている。 

・論点を明確にして、自分の考えと比較しながら他者

の意見を聞き、自分の考えを深めている。 

・目的や場に応じて情報を収集、整理して、内容を検

討している。 

基礎練習ノート 

 

基礎練習ノート 

ペーパーテスト 

基礎練習ノート 

 

基礎練習ノート 

 

基礎練習ノート 

ペーパーテスト 

基礎練習ノート 

 

三 

学 

期 

言葉で遊ぶ 

 

日常生活の正しい

過ごし方 

 

課題 

 

〇言葉に興味を持ち、語彙を広げて、言語感

覚を豊かにする。 

〇物事の手順をわかりやすく書くために、接

続表現を効果的に用いる。 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

・さまざまな言葉遊びに興味をもち、意欲的に活動に

取り組もうとしている。 

・順序を現わす言葉や、留意点・補足を現わす言葉な

どを適切に用いて伝わりやすい文章を書いている。 

基礎練習ノート 

 

基礎練習ノート 

 

 

プリント 

 


